
中学生が多種多様なスポーツ・文化活動に参加できる機会の確保
学校部活動のあり方の見直し（教員の働き方改革）

新たな地域クラブ活動による持続可能な中学生のスポーツ・文化芸術環境の構築

「休日の部活動に指導を望まない教師が休日の部活動指導に従事しない」体制づくり

部活動改革

「（休日の）学校部活動」を

多様なニーズに応じた「地域クラブ活動」へ移行を検討

【めざす姿】

【本市の基本的方針】

姫路市立中学校・義務教育学校

今後の学校部活動・地域クラブ活動のあり方について【概要】
(令和8年度以降を目途)

〇学校部活動は平日のみとして継続

・学校部活動として参加する大会を精選

・学校部活動としての練習試合等の実施方法や時期についても検討

➤「姫路市中学生スポーツ・文化芸術クラブ活動（姫カツ）」の展開

別紙３



【今後のスケジュール】

令和８
（2026）

令和5
（2023）

４月 校長会・中体連・関係団体へ市教委より基本的方針を説明
５月 第１回姫路市中学生スポーツ・文化芸術活動推進協議会
１０月 実証事業開始予定
１１月 第２回推進協議会
２月 第３回推進協議会
未定 担当者連絡会、競技部会、実態把握調査等

・姫路市中学生スポーツ・文化芸術クラブ活動（姫カツ）実施体制の整備

・大会のあり方検討

・先行実施事業の拡大

「（休日の）学校部活動」を「地域クラブ活動」へ移行検討
※「姫路市中学生スポーツ・文化芸術クラブ活動（姫カツ）」の展開

※学校部活動は平日のみとして継続
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